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□質
 
　

文
科
省
は
、
５
年
ぶ
り
に
不
登
校
児
童
生

徒
の
増
加
を
発
表
し
ま
し
た
。
そ
の
数
は
、　
１２

万
６
千　

人
に
も
の
ぼ
り
、
実
に　

人
に
一
人

７６４

３５

の
割
合
で
不
登
校
に
な
っ
て
い
ま
す
。
市
内
で

は
小
中
合
わ
せ
て　

学
級
が　

人
を
超
え
て
い

２５

３５

ま
す
。
い
じ
め
学
力
不
振
解
消
の
た
め
に
も　
３５

人
以
下
学
級
に
す
べ
き
で
す
。
国
や
、
道
が
行

わ
な
い
な
ら
、
市
独
自
予
算
で
行
う
べ
き
で
は

な
い
か
と
考
え
ま
す
が
、
い
か
が
で
し
ょ
う
。

□答
 
　

国
の
基
準
を
上
回
る
よ
う
な
事
は
、
財
政

が
苦
し
い
折
、
市
が
単
独
で
実
施
す
る
こ
と
は

難
し
い
。

□質
 
　

市
内
に
お
け
る
い
じ
め
の
実
態
把
握
と
今

後
の
対
策
に
つ
い
て
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

□答
 
　
　

年
度
に
報
告
さ
れ
た
の
は
小
学
校　

件

１８

４８

中
学
校　

件
。
ど
こ
で
も
起
こ
り
得
る
こ
と
を

３１

前
提
に
、
未
然
防
止
や
早
期
発
見
、
対
策
、
指

導
体
制
の
充
実
に
努
め
て
き
た
。
今
後
も
さ
ら

に
素
早
い
対
応
を
し
て
い
く
。

□質
 
　

女
子
教
育
、
専
門
職
の
育
成
の
場
で
あ
る

文
化
女
子
大
室
蘭
短
大
が
閉
校
に
な
る
が
、
市

と
し
て
ど
の
よ
う
に
思
う
か
。

□答
 
　

市
民
生
活
上
で
学
校
が
な
く
な
る
事
は
、

選
択
肢
が
少
な
く
な
り
、
父
母
の
負
担
が
増
え

非
常
に
残
念
で
あ
る
。

□質
 
　

来
年
４
月
実
施
予
定
の
こ
の
制
度
は
登
別

で
は
約
６
千
人
が
対
象
と
な
っ
て
い
る
が
、
市

民
に
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
な
い
。　

歳
以
上
の

７５

高
齢
者
は
こ
れ
ま
で
加
入
し
て
い
た
国
保
や
健

保
か
ら
、
新
し
く
で
き
る
後
期
高
齢
者
の
医
療

保
険
に
組
み
込
ま
れ
る
。
現
行
制
度
と
違
う
の

は
、
年
金
か
ら
保
険
料
を
天
引
き
さ
れ
、
月
１

万
５
千
円
以
下
の
低
所
得
者
は
、
窓
口
払
い
と

な
る
。
こ
れ
ら
を
含
め
た
周
知
方
法
は
。

□答
 
　

新
制
度
へ
の
円
滑
な
移
行
を
図
る
に
は
、

市
町
村
で
の
周
知
が
重
要
で
あ
り
、
個
別
に
説

明
書
類
を
送
る
ほ
か
、
地
域
ご
と
に
説
明
会
を

設
け
た
い
。

□質
 
　

携
帯
電
話
の
普
及
に
よ
り
、
い
じ
め
の
温

床
と
も
言
わ
れ
る
ネ
ッ
ト
い
じ
め
が
指
摘
さ
れ

て
い
る
が
、
本
市
の
児
童
、
生
徒
の
携
帯
電
話

や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
実
態
の
現
状
認
識
は

□答
 
　

予
想
以
上
に
携
帯
電
話
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
の
普
及
が
進
ん
で
い
る
。
出
会
い
系
サ
イ
ト

の
利
用
や
、
メ
ー
ル
に
よ
る
誹
謗
・
中
傷
が
あ

る
と
認
識
し
て
い
る
。
道
教
委
と
道
警
が
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
ト
ラ
ブ
ル
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作

成
し
た
。
児
童
・
生
徒
へ
の
携
帯
電
話
や
、
メ

ー
ル
、
出
会
い
系
サ
イ
ト
へ
の
指
導
や
、
保
護

者
に
対
す
る
監
督
義
務
、
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
の

啓
発
な
ど
、
今
後
の
指
導
を
強
化
し
た
い
。

　

登
別
は
自
然
資
源
に
恵
ま
れ
た
地
域
で
す
。

そ
の
自
然
資
源
を
活
用
し
、
世
界
的
な
健
康
保

養
地
を
目
指
し
、
長
期
滞
在
型
観
光
地
づ
く
り

に
取
り
組
む
べ
き
で
あ
る
と
い
う
観
点
よ
り

「
健
康
保
養
地
構
想
策
定
審
議
会
」
の
設
置
や

「
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ヘ
ル
ス
リ
ゾ
ー
ト
宣

言
」
を
す
る
べ
き
と
の
質
問
を
し
ま
し
た
。
行

政
側
は
、
北
海
道
大
学
観
光
学
高
等
研
究
セ
ン

タ
ー
な
ど
の
参
画
を
得
て
、
現
在
取
り
組
ん
で

い
る
ヘ
ル
ス
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
同
一
の
も
の
と
捉

え
て
い
る
。
ま
た
、
宣
言
に
つ
い
て
は
、
国
際

観
光
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
都
市
宣
言
の
趣
旨
を

踏
ま
え
検
討
し
た
い
と
答
え
ま
し
た
。

　

要
援
護
者
（
高
齢
の
方
や
心
身
に
障
害
の
あ

る
方
、
妊
産
婦
、
乳
幼
児
な
ど
）
や
女
性
は
、

災
害
時
に
特
別
な
ニ
ー
ズ
が
あ
り
ま
す
。
数
々

の
提
案
を
し
た
結
果
、
「
登
別
市
地
域
防
災
計

画
の
大
幅
見
直
し
・
電
子
媒
体
化
」
、
「
要
援

護
者
避
難
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
策
定
」
、
「
一
元
化

さ
れ
た
要
援
護
者
名
簿
作
成
と
、
行
政
機
関
内

の
情
報
共
有
」
、
「
公
的
備
蓄
に
乳
幼
児
の
ミ

ル
ク
や
衛
生
保
持
の
為
の
タ
オ
ル
等
を
増
強
」、

「
地
域
防
災
会
議
へ
の
女
性
参
画
」
な
ど
、
多

く
の
改
善
策
が
示
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
「
介

護
予
防
教
室
な
ど
へ
の
防
災
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム

導
入
」
も
提
案
し
て
お
り
ま
す
。
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一
人
ひ
と
り
の
子
ど
も
た
ち
に
、
目
が

　
　

心
が
ゆ
き
と
ど
い
た
教
育
環
境
を
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地
域
の
教
育
課
題
へ
の

　
　
　
　
　

対
応
に
つ
い
て
を
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後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
周
知
は
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い
じ
め
問
題
に
つ
い
て
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健
康
保
養
地
構
想
策
定
に
つ
い
て
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要
援
護
者
・
女
性
へ
の
防
災
対
策


